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一
体
化
す
る
中
国

　
中
国
で
は
二
〇
一
〇
年
開
催
予
定
の
上
海
万
博
が
話

題
で
あ
る
。
私
は
万
博
と
い
え
ば
、
自
分
の
生
ま
れ
た

一
九
七
〇
年
開
催
の
大
阪
万
博
を
思
い
出
す
。
小
学
生

の
頃
、
未
来
都
市
の
よ
う
な
パ
ビ
リ
オ
ン
群
や
世
界
各

国
の
民
族
文
化
の
虜
と
な
っ
た
私
は
、
飽
き
も
せ
ず
両

親
が
現
地
で
購
入
し
た
記
念
写
真
集
を
眺
め
た
。
そ
れ

は
遥
か
な
る
未
来
や
遠
方
へ
の
時
間
的
・
空
間
的
な
超

越
体
験
だ
っ
た
。
実
際
に
、
当
時
の
「
世
界
」
は
広
く

遠
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
外
国
ど
こ
ろ
か
、
故
郷
か
ら

遠
く
離
れ
た
北
海
道
や
沖
縄
に
も
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
が

漂
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
四
〇
年
、
未
来
都
市
へ
は
ま
だ
行
け
な

い
が
、
時
間
と
旅
費
さ
え
あ
れ
ば
空
間
的
に
は
ど
こ
に

で
も
行
け
る
時
代
と
な
っ
た
。
交
通
機
関
の
発
達
や
流

通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
貿
易
や
投
資
の
自
由
化
、
個
人

所
得
の
向
上
を
通
じ
て
、
我
々
は
国
内
外
を
問
わ
ず
遠

く
離
れ
た
場
所
へ
就
学
し
就
職
し
旅
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
工
場
で
作
ら
れ
る
モ
ノ
で
あ
れ
ば
何
で
も
国
境

を
越
え
て
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
発
展
は

「
世
界
」
を
縮
小
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時

に
、
都
市
景
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
国
内
で
、
あ
る

い
は
海
外
と
の
関
係
に
お
い
て
、
均
質
化
し
つ
つ
あ

東
　
　
　
善
　
明

　
「
辺
境
都
市
」
の
魅
力

　
　
　
　
　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
間
で
―

る
。

　
経
済
発
展
の
道
を
ひ
た
走
る
中
国
で
は
、
全
体
と
し

て
、
今
ま
さ
に
こ
う
し
た
「
世
界
」
の
縮
小
、
す
な
わ

ち
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
や
「
都
市
の
均
質
化
」
と
い
う

波
と
、
「
ロ
ー
カ
ル
性
の
希
薄
化
」
が
進
行
し
て
い

る
。
出
稼
ぎ
者
数
は
年
々
増
加
し
、
旅
行
ブ
ー
ム
が
訪

れ
て
久
し
く
、
標
準
語
が
ま
す
ま
す
浸
透
し
、
全
国
横

断
的
な
Ｔ
Ｖ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
が
人
気
を
博
し
、

地
方
料
理
の
洒
落
た
レ
ス
ト
ラ
ン
網
が
全
国
に
広
が

り
、
大
都
市
に
は
国
際
ブ
ラ
ン
ド
品
が
並
び
、
小
都
市

で
さ
え
地
球
規
模
で
拡
大
す
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
舗

が
増
殖
す
る
な
ど
中
国
全
土
が
一
体
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
大
変
幸
運
な
こ
と
に
、
野
副
先
生
を

団
長
と
す
る
、
中
国
東
北
部
の
吉
林
省
・
延
辺
朝
鮮
族

自
治
州
（
以
下
「
延
辺
州
」
）
へ
の
訪
問
団
に
参
加
さ

せ
て
頂
く
機
会
が
あ
っ
た
。
延
辺
州
は
北
朝
鮮
や
ロ
シ

ア
と
の
国
境
沿
い
に
あ
る
、
紛
れ
も
な
い
辺
境
地
域
で

あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
う
い
う
辺
境
地
域
に
も
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
や
「
都
市
の
均
質
化
」
と
い
う
現
代
の

大
波
は
押
し
寄
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
し
て
、
そ

の
裏
返
し
と
も
言
え
る
「
ロ
ー
カ
ル
性
の
希
薄
化
」
は

ど
う
か
？
以
下
で
は
こ
う
し
た
点
に
つ
き
、
延
辺
州
で

の
滞
在
を
通
じ
て
私
の
受
け
た
印
象
等
を
ご
紹
介
し
た

い
。

　
延
辺
州
に
関
し
て
私
が
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
北
京
か

ら
直
行
便
が
飛
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。
機
内

で
二
時
間
眠
る
と
到
着
す
る
場
所
に
「
辺
境
」
の
言
葉

は
似
合
わ
な
い
。
次
に
、
州
政
府
の
あ
る
延
吉
市
や
ロ

シ
ア
国
境
貿
易
が
盛
ん
な
琿
春
市
を
訪
問
し
、
い
ず
れ

も
日
本
の
地
方
都
市
的
な
景
観
を
呈
す
る
ま
で
に
発
展

し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

　
北
京
や
上
海
な
ど
の
メ
ガ
シ
テ
ィ
と
は
比
べ
る
べ
く

も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
地
元
資
本

の
デ
パ
ー
ト
に
人
が
集
ま
り
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
商
品
が

売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
光
景
は
中
国
の
他
都
市
と
同
じ

で
あ
り
、
こ
の
辺
境
地
域
に
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と

「
都
市
の
均
質
化
」
と
い
う
大
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
経
済
発

展
だ
。
二
〇
〇
八
年
の
延
辺
州
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
年
比+

18

％
と
中
国
平
均
を
上
回
る
勢
い
で
成
長
し
て
い
る
。
固

定
資
産
投
資
は
同+

42
％
、
小
売
売
上
は
同+

27
％

と
、
道
路
や
建
物
な
ど
が
続
々
と
作
ら
れ
、
人
々
の
消

費
意
欲
の
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
目
覚
ま
し

い
経
済
発
展
を
実
現
し
て
き
た
も
の
は
、
次
の
二
つ
の

異
な
る
発
展
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
一
つ
目
は
、
外
需
モ
デ
ル
と
で
も
言
う
べ
き
方
式

だ
。
中
国
は
一
九
七
八
年
か
ら
の
改
革
開
放
で
海
外
企

　
　
「
都
市
の
均
質
化
」
の
背
景
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延
辺
独
自
の
「
ロ
ー
カ
ル
性
」

業
等
の
積
極
的
な
誘
致
を
始
め
た
が
、
こ
れ
は
中
国
の

安
い
土
地
と
労
働
力
に
海
外
の
資
本
と
技
術
を
使
っ
て

作
っ
た
製
品
を
、
購
買
力
の
高
い
先
進
国
に
輸
出
す
る

モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
結
果
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
か
け

て
珠
江
デ
ル
タ
や
長
江
デ
ル
タ
な
ど
の
沿
海
部
が
大
い

に
発
展
し
た
。
外
需
モ
デ
ル
は
今
で
も
、
今
度
は
沿
海

部
か
ら
内
陸
部
に
分
散
す
る
形
で
続
い
て
い
る
。

　
延
辺
州
で
も
「
琿
春
辺
境
経
済
合
作
区
」
等
の
開
発

区
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
日
本
や
韓
国
向
け
の
衣
料
、

木
材
加
工
品
な
ど
が
製
造
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
延
辺
州

は
、
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
と
の
国
境
で
あ
る
図
們
江
周
辺

を
日
本
や
欧
州
市
場
も
見
据
え
て
開
発
す
る
と
い
う
多

国
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
で
も
あ
り
、
対
外
貿
易
を

柱
と
す
る
将
来
の
潜
在
成
長
力
は
大
き
い
。
こ
れ
を
見

据
え
て
か
、
主
に
日
系
企
業
を
専
門
に
誘
致
す
る
開
発

区
が
新
た
に
建
設
さ
れ
て
い
た
の
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　
二
つ
目
は
内
需
モ
デ
ル
で
あ
る
。
外
需
モ
デ
ル
は
地

域
間
格
差
や
貿
易
黒
字
拡
大
な
ど
の
不
均
衡
を
生
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
国
政
府
は
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
経
済
成
長
の
た
め
、
「
沿
海
部
・
輸
出
」
か
ら

「
内
陸
部
・
国
内
販
売
」
に
重
点
を
移
し
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
中
国
に
資
本
や
技
術
が
蓄
積
さ
れ
始
め
、

自
国
民
の
所
得
水
準
が
向
上
し
て
き
た
こ
と
の
現
れ
で

も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
変
化
は
昨
年
の
金
融
危
機
以

降
、
外
需
モ
デ
ル
で
買
い
手
の
役
割
を
担
う
先
進
国
の

購
買
力
が
弱
ま
っ
た
た
め
更
に
加
速
し
て
い
る
。

　
延
辺
州
は
西
部
大
開
発
や
東
北
振
興
と
い
っ
た
従
来

か
ら
の
政
策
支
援
も
あ
り
、
空
港
や
道
路
が
整
備
さ

れ
、
高
速
鉄
道
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
企
業
物
流
に
も
プ

ラ
ス
で
あ
り
、
開
発
区
に
は
、
実
際
に
ナ
ッ
ツ
類
や
飲

料
と
い
っ
た
食
品
加
工
、
医
療
機
器
、
農
機
具
製
造
な

ど
国
内
販
売
を
主
と
す
る
製
造
業
も
少
な
く
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
た
。

　
中
国
の
他
の
地
域
と
同
じ
よ
う
に
、
外
需
モ
デ
ル
と

内
需
モ
デ
ル
の
両
輪
で
経
済
発
展
を
成
し
遂
げ
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
や
「
都
市
の
均
質
化
」
に
直
面
し
て
い

る
延
辺
州
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
朝
鮮
族
の
自
治

エ
リ
ア
で
あ
る
た
め
か
、
独
自
の
「
ロ
ー
カ
ル
性
」
を

希
薄
化
さ
せ
ず
に
保
持
・
強
化
し
て
い
る
こ
と
に
は
感

銘
を
受
け
た
。
街
に
は
ハ
ン
グ
ル
文
字
が
溢
れ
、
耳
に

は
朝
鮮
語
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
朝
鮮
料
理
レ
ス
ト
ラ

ン
や
韓
国
製
品
の
小
売
店
も
多
く
、
中
国
で
あ
っ
て
中

国
で
な
い
よ
う
な
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
が
あ
る
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
ロ
ー
カ
ル
性
」
が
、

消
費
対
象
と
し
て
再
発
見
さ
れ
た
記
号
性
の
強
い
「
商

品
価
値
」
（
例
え
ば
「
地
域
限
定
グ
ッ
ズ
」
）
で
は
な

く
、
実
際
に
当
地
の
経
済
発
展
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
寄
与

す
る
「
生
き
た
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
だ
。

　
例
え
ば
、
州
住
民
二
二
〇
万
人
の
う
ち
約
八
〇
万
人

が
朝
鮮
族
だ
が
、
彼
ら
は
韓
国
へ
の
出
稼
ぎ
を
通
じ
て

当
地
の
消
費
を
押
し
上
げ
、
韓
国
企
業
の
誘
致
な
ど
で

力
を
発
揮
し
て
い
る
。
消
費
の
強
さ
や
ボ
ー
ダ
ー
経
済

と
い
っ
た
類
似
性
か
ら
か
、
当
地
で
は
「
南
の
深

、

北
の
延
吉
」
と
い
う
表
現
も
耳
に
し
た
。
な
る
ほ
ど
局

所
的
な
経
済
発
展
が
全
国
か
ら
人
を
引
き
付
け
て
い
る

点
も
似
て
い
る
。
中
国
の
内
陸
部
発
展
の
原
動
力
の
一

つ
は
「
都
市
化
」
に
他
な
ら
な
い
が
、
二
〇
〇
八
年
末

の
延
辺
州
の
都
市
化
率
（
都
市
人
口
の
比
率
）
は
66
％

と
、
同
年
の
全
国
平
均
46
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。

　
当
地
の
「
ロ
ー
カ
ル
性
」
が
、
少
数
民
族
自
治
と
い

う
制
度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
。

深

は
全
国
各
地
か
ら
の
移
民
が
作
っ
た
新
興
都
市

で
、
広
東
省
に
あ
り
な
が
ら
広
東
語
で
は
な
く
標
準
語

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
朝
鮮
族
自
治
州
で
あ
る
延
辺
州

が
朝
鮮
語
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
延
辺
州
の
条
例

は
、
政
府
機
関
は
朝
鮮
語
と
中
国
語
の
双
方
を
用
い
ね

ば
な
ら
ず
、
特
に
朝
鮮
語
を
主
た
る
言
語
と
す
る
こ

と
、
人
材
活
用
や
高
等
教
育
で
朝
鮮
族
を
優
遇
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
朝
鮮
族
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
発
揚

す
る
こ
と
、
延
辺
州
政
府
の
州
長
は
朝
鮮
族
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　
大
阪
万
博
の
「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
と
い
う
壮
大

な
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
そ
の
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
到

来
を
予
感
し
て
い
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
上
海

万
博
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
よ
り
良
い
都
市
、
よ
り
良
い

生
活
」
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
た
現
代
に

お
い
て
、
改
め
て
都
市
レ
ベ
ル
で
の
多
様
性
を
見
つ
め

直
す
響
き
が
あ
る
。

　
延
辺
州
は
、
上
海
万
博
で
独
自
の
出
展
申
請
も
行
っ

て
い
る
と
聞
く
。
「
北
東
ア
ジ
ア
の
明
珠
」
と
も
形
容

さ
れ
る
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
「
辺
境
都
市
」
が
、
そ
の
魅

力
を
世
界
に
強
く
発
信
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
あ
ず
ま
よ
し
あ
き
・
日
本
銀
行
北
京
事
務
所
副
所

　
長
）
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